
 
 

 

２０２２年６月から２０２３年１月末までに、ご購入及び購入することが確実と

見込まれる肥料。 

※京都府においては、秋・春用肥料を一括申請する方針のため、上記の内容となっております。 

 

 

 

 

                                                  

 
 

 

    

 

 

 

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

化学肥料低減の取組を行った上で前年度から増加した肥料費について、そ

の７割が支援金として交付されます。 
 

支援金 ＝ 

 

 
 

化学肥料の使用量の２割低減に向けて取組む農業者のグループ（５戸以上の

販売農家）。 

肥料価格の高騰による農業経営への影響を緩和するため、化学肥料の2割低

減の取組を行う農業者に対して、肥料コスト上昇分の７割を支援する制度。 

ＴＡＣ information   

 

ＪＡ京都中央 2022 年 10月 11 日 No.621 作成者 齊藤篤 

 

JA において肥料をご購入・ご注文をいただいた方をグループとみなし、JA にて一括申請

を行います。 

申請を希望される方は、１月末までに化学肥料低減計画書を JA までご提出ください。 

※JA 以外で、ご購入いただいた分については、購入先にお問い合わせください。 

 
 

①対象肥料の購入価格がわかるもの（注文票など） 
   （注文票のほか、領収書又は請求書が必要です。） 

②化学肥料低減計画書（化学肥料低減に向けた取組に２つ以上取組む） 
（チェックシートで申告が必要※裏面参照） 



 
 


